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１. 2025年12月期
第２四半期決算概況
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業績ハイライト

セグメント 売上前年比 当期業績

室内外装品
関連事業

+3.3％

主力ファブリック製品のリニューアル
及び価格改定を実施

成長製品（調光ファブリック製品等）の
売上が拡大

駐車場装置
関連事業

△3.9％

利益率の高い改修工事が増加するも、
パズルタワーの新設物件が減少

減速機
関連事業

＋5.8％

工作機械需要が回復傾向

汎用製品やオーダー製品の売上が増加

U P

DOWN
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U P

売上高は主力の室内外装品関連事業が好調に推移し、

前年比＋602百万円の増収。



2025年12月期第2四半期 連結業績

2025年度第2四半期 2024年度第2四半期

金額 構成比 前年比 予算比 金額 構成比

売 上 高 20,771 100.0％ 103.0％ 101.3％ 20,169 100.0％

売 上 総 利 益 8,736 42.1％ 103.5％ 97.9％ 8,445 41.9％

販 売 費 及 び
一 般 管 理 費

6,642 32.0％ 106.0% 95.4% 6,269 31.1％

営 業 利 益 2,094 10.1％ 96.3％ 107.1％ 2,175 10.8％

経 常 利 益 2,187 10.5％ 95.7％ 107.5％ 2,284 11.3％

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

1,734 8.4％ 112.7％ 121.3％ 1,539 7.6％

連結業績

（単位：百万円)
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主力の室内外装品関連事業において計画を上回る売上を計上し、連結売上高は増収。
主力ファブリック製品のリニューアルを浸透させるため、販促費用を積極的に投下
したため、営業利益・経常利益は減益。
政策保有株式や固定資産の売却により特別利益が発生し、当期純利益は増益。



〉

保有資産の縮減

5

資本効率の改善や総資産の縮減を目的に、固定資産や政策保有株式の売却を推進。

活用見込のない不動産や稼働率が低くなった福利厚生施設の減損処理や売却活動を推進。

政策保有株式の売却

稼働率が低下した福利厚生施設の売却

自社保有地の売却

施策

総資産額の縮減

総資産回転率の上昇

保有コストの削減

効果

〉〉

項目
2025年

第2四半期
2024年

期末

土 地 ・ 建 物 売 却 △18 △8

土 地 ・ 建 物 減 損 △329 △282

投資有価証券売却 △147 △339

項目
2025年

第2四半期
2024年度

固 定 資 産 売 却 益 ＋166 ＋3

投資有価証券売却益 ＋369 ＋241

減 損 損 失 △329 △286

（単位：百万円) （参考)
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貸借対照表への影響

損益計算書への影響



主力ファブリック製品の生地柄を、質感・配色・機能性を充実させたラインナップへ
大幅リニューアル。
販促費用を積極的に投下した結果、上期の営業利益は減益。
売上、利益とも年初の計画を超えて進捗しており、通期目標の達成に向けて堅調に推移。

セグメント概況

売上高 前年比

178億83百万円 103.3％

営業利益 前年比

18億81百万円 93.8％
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セグメント概況

駐車場装置関連事業

売上高 前年比

12億76百万円 96.1％

営業利益 前年比

1億63百万円 120.1％

パズルタワーの新設工事が減少するも、

利益率の高い改修工事の売上を伸ばし、増益を確保。
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セグメント概況

減速機関連事業

売上高 前年比

16億11百万円 105.8％

営業利益 前年比

48百万円 142.8％
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工作機械需要の市況が上向きとなったことや、産業用AGVの需要が高まり、

汎用製品、オーダー製品の売上が復調。



2025年12月期 中間連結貸借対照表

項目
2024年
12月

2025年
6月

増減

流動資産 39,563 40,687 ＋1,124

固定資産 24,279 23,638 △641

流動負債 7,916 7,619 △296

固定負債 2,937 2,713 △223

純資産 52,988 53,992 ＋1,003

総資産 63,842 64,325 ＋483

9

単位 : 百万円

●未払金△438
●役員退職慰労引当金△331

●利益剰余金+1,091
（利益計上、配当）

自己資本比率 83.0％ 83.9％ ＋0.9％

●現預金＋1,543
●受取手形及び売掛金△1,815
●棚卸資産＋739

●有形固定資産△553
（福利厚生施設の減損損失）

●投資有価証券△238
（政策保有株式の売却）
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福利厚生施設の減損処理や政策保有株式の売却を進め、固定資産が減少。

成長投資や株主還元を強化し、現預金や純資産の抑制を進める。

主な増減要因



2025年12月期 中間キャッシュ・フロー計算書

項目
2024年
6月

2025年
6月

営業活動による
キャッシュ・フロー

＋467 ＋2,016

投資活動による
キャッシュ・フロー

△1,013 ＋217

財務活動による
キャッシュ・フロー

△485 △669

現金及び現金同等物の
増減額(前年同期比)

△1,003 ＋1,543

現金及び現金同等物の
期末残高

14,398 16,520

単位 : 百万円

主な増減要因

●営業活動
・税金等調整前利益＋2,373(前年並)
・売上債権の減少＋1,397
・棚卸資産の増加△749
・法人税、消費税の支払△873

※前期は支払条件の早期化を進めたため、
営業キャッシュ・フローが例年より減少
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●投資活動
・有形固定資産の取得△372
・有形固定資産の売却＋185
・投資有価証券の売却＋516

●財務活動
・期末配当金の支払△641

1株32円(前年から8円増配)

不動産や政策保有株式の売却により、投資活動によるキャッシュ・フローにおいて、

現預金が増加。



2.  2023年～2025年
中期経営計画の進捗状況
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中期経営計画 概要

1 12

タチカワビジョン2025 ～継続と進化～

Ｇ(ガバナンス)

・人にやさしい快適な環境づくり
・健康経営の推進
・社員の多様性拡大

・個別品の差別化戦略
・カタログ品の販売強化

・新規物件獲得強化
・付加価値提案による改造・改修

物件の獲得

・温室効果ガス排出量の削減
・環境配慮型設計の推進

・コーポレートガバナンス強化
・リスクマネジメントの強化
・コンプライアンスの徹底

Ｅ(環境） Ｓ(社会)

・マーケティングの継続・進化
・技術革新
・生産体制の強化
・戦略に必要な人材の確保と育成
・計画的な事業拠点整備

サステナビリティ

室内外装品関連事業 減速機関連事業 駐車場装置関連事業

ビジョン

戦略

ものづくりとマーケティング 経営基盤の強化 サステナビリティへの取組み
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中期経営計画 これまでの主な取組み
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ものづくりとマーケティング

●調光ファブリック製品「ルミエ」「エアレ」発売
●デジタルマーケティングの強化
●技術研究棟、新成形棟稼働

●ホームタコス強化・バッテリー仕様導入
●札幌製作所移転プロジェクト始動

●初任給引上げやベースアップ等の処遇改善
●キャリアのロードマップ策定
●稼働率の低い福利厚生施設等の保有資産整理

●ジョブリターン制度導入、研修の充実
●関東支店新設、事業所移転の推進

●富士変速機 完全子会社によるガバナンス強化
●取締役会の実効性評価実施
●GHG排出量の削減（Scope1、2）

2024年12月累計 5,644t-CO2(前年比 91.2％)

●指名・報酬委員会の設置

0経営基盤の強化

0サステナビリティへの取組み



中期経営計画 2025年度進捗状況

14

●主力ファブリック製品
ロールスクリーン『ラルクシールド』・タテ型ブラインド『ラインドレープ』 リニューアル
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心の整え方や自分らしい暮らし方を表現した、『ウェルビーイング』をテーマとした生地ラインナップに大幅リニューアル。
また、水拭き機能に優れたFEEL CLEAR(フィールクリア)を新たに追加した他、省エネに寄与する遮熱性能・遮光性能を
有する生地を拡充する等、機能性のある生地についてもリニューアル。

ロールスクリーン ラルクシールド
(2025年4月リニューアル)

タテ型ブラインド ラインドレープ
(2025年4月リニューアル)



中期経営計画 2025年度進捗状況

15

●家庭向け電動製品 ホームタコスの強化（成長製品群）
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ホームタコス ラルクシールド
(2025年4月リニューアル)

ホームタコス トリーチェ
(2025年6月リニューアル)

ホームタコス エアレ
(2025年5月発売)

通信環境の変化に伴う、IoTの急速な普及を背景に電動製品の需要が拡大傾向にあり、家庭向け電動製品「ホームタコス」を
成長製品と位置づけ開発に注力。

主力のロールスクリーン等、バッテリー仕様対応製品を拡充したほか、調光タテ型ブラインド「ホームタコス エアレ」を新発売。
そのほか、スマートフォンのアプリで製品操作ができる「スマホ操作」の拡充や「RFリモコン」のデザイン・機能性をリニューアル。

スマホ操作・RFリモコン
(2025年4月)



中期経営計画 連結業績目標の進捗状況

2025年12月期 第２Q 2025年12月期 通期
中期計画
最終年度

実 績 計画比 前年比 年初予想 修正予想 前年比
2025年
業績目標

売上高 207.7 101.3％ 103.0% 428.0 428.0 103.4％ 445

室内外装品 178.8 101.4％ 103.3% 359.8 359.8 103.3% 371

減速機 16.1 99.4％ 105.8% 37.5 37.5 106.9% 41

駐車場 12.7 102.4％ 96.1% 30.7 30.7 100.2% 33

営業利益 20.9 107.1％ 96.3% 44.0 44.0 100.9％ 44

経常利益 21.8 107.5％ 95.7% 46.0 46.0 105.1％ 46

親会社株主に帰属する
当期純利益

17.3 121.3％ 112.7% 29.0 31.0 110.6％ 29

(単位：億円)
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【業績進捗】
・上期は、売上目標達成。経常利益は新製品発売に伴う販促物の先行投資により減益も、目標達成。

当期純利益は、保有不動産や政策保有株式の売却を推進したことで業績予想を大きく上回った。

・これを受け、通期業績予想について、当期純利益を上方修正。
今期は中期経営計画最終年度であるが、営業利益以下 業績目標達成の見通し。
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中期経営計画 主要設備投資進捗状況
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札幌製作所移転

・北海道エリア非住宅伸長を見据えた生産能力拡大。

・製造・物流拠点の統合による顧客対応力、業務効率強化、配送日数短縮。

・老朽化対策。

25.5億円
2027年6月

（竣工予定）

技術研究棟

・恒温恒湿や遮光性などを測定できる多様な試験装置の集約によるタイムリーな

　製品評価・試験の実施と試験スペースの拡大に伴う複数案件の同時進行により

　開発スピードと質が向上。

・新技術・新素材・新製法等の新たな技術開発への取り組みを今後強化。

7.2億円 2024年10月

新成形棟

（立川機工）

・生産設備・機能の集約化による生産性向上、品質改善。

・外注部品の内製化（稼働から直近までの累計削減額 0.7億円）と、

　グループサプライチェーンの強化。

5.8億円 2023年4月

サーボモータ事業譲受

（富士変速機）

・生産・物流現場の自動化・省人化に向け、今後 無人搬送車や無人搬送ロボット

　の需要が拡大し制御機能が優れているサーボモータの伸長が期待できる。

・5ヵ年（2024-28年）売上計画 総額11億円の見込み。

2.0億円 2024年1月

完了時期投資内容 投資目的・効果 総投資額

・製品開発力の強化と新しい技術開発を目的とした、技術研究棟が2024年10月に稼働。
・その他、グループ子会社である立川機工では新成形棟が稼働、富士変速機では減速機事業拡大を目的に

サーボモータ事業を譲受。
・札幌製作所移転は、2027年6月竣工予定。

© 2025 TACHIKAWA CORPORATION

・メーカーとして必要な経営資源を強化し、また成長分野への投資を推進。



中期経営計画 主要設備投資進捗状況
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技術研究棟

概
要

稼 働 時 期 2024年10月

投 資 額 7.2億円

用 途 新規研究開発・実証試験拠点

研究・開発拠点の集約と高度な研究・評価設備
を活用した開発スピードと質向上

●4階建の施設内には、恒温恒湿試験室や遮光性試験室、
音響測定室、最大高さ８ｍの製品検証設備などの
多彩な研究・評価設備を設置。
これまで各拠点に点在していた研究・評価設備を
集約したことで研究開発のスピードと質が向上。

© 2025 TACHIKAWA CORPORATION

特 長 各種研究・評価設備の集約・充実

実際の設置環境下での実証実験エリア

省エネと快適性を両立した建物設計

●近年の高層ビルで採用されているダブルスキンサッシを
用いた効果検証や太陽エネルギーを利用した製品研究など、
実際の設置場所や使い方を想定した環境下での実証試験を
強化。

●空調・照明の一括管理などの建物全体のエネルギー消費の
最適化と快適性を両立した建物設計となっており、
「BELS」の最高位と「ZEB Ready」の認証を取得。

技術研究棟 外観 最大高さ8ｍの製品検証設備 実際の環境を想定した実証試験室



キャッシュアロケーション

19

・2023年から2025年までの連結営業キャッシュイン120億円を原資に、株主還元と成長投資を強化。

株主還元
42億円

成長投資
60億円

維持投資
20億円

主な投資内容
最新投資計画

（2023-2025）
総投資額

・札幌製作所移転

・成長製品群の生産体制整備

（間仕切、ﾌｧﾌﾞﾘｯｸ製品生産棟建設など）

・広島支店新設

・技術研究棟新設

・関東支店新設

・新成形棟（立川機工）

・サーボモータ事業 譲受

・事業領域拡大とアライアンス推進

25.5億円

40.0億円

5.5億円

7.2億円

2.1億円

5.8億円

2.0億円

・既存事業継続の為の必要投資

・累進配当継続（今期増配）
・機動的な自己株式の取得

2023-2025年
3ヶ年期間

13.1億円

2.7億円

4.7億円

7.2億円

0.9億円

3.3億円

2.0億円

10.0億円

2027年竣工予定

2025年

～2028年計画

2026年竣工予定

2024年10月

2023年5月

2023年4月

2024年1月

・成長投資枠を60億円（当初46億円）、株主還元を42億円（当初28億円）に拡大。

（今後更なる増加を検討）

完了時期

42.0億円 今後も累進配当継続

営業CF
120億円
以上

© 2025 TACHIKAWA CORPORATION



3.  企業価値向上の取組み

2020© 2025 TACHIKAWA CORPORATION

（資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた対応）



1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

PBRの状況

株価推移

富士変速機
完全子会社化

2024年 2025年

配当予想
上方修正

配当予想
上方修正

2024年8月
株価下落
(米国の景気減速懸念)

2025年4月
株価下落
(米国の相互関税発表)

・資本コスト（6％程度と推定：CAPM）

を上回るＲＯＥを計上出来ておらず
ＰＢＲは１倍割れの状態が
続いている

・2025年以降、株価が上昇傾向に
あり、ＰＢＲ・ＰＥＲが上昇

【現状分析】

・資本コストを上回るＲＯＥを
計上していくことが必要

・・・最低限７％は必要

・事業の成長性に対する期待を高め
更なる企業価値向上を進めていく
ことが課題

【 課 題 】

PBR・株価の推移
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2024年 2025年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

0.55倍 0.50倍 0.50倍 0.50倍 0.51倍 0.51倍 0.53倍 0.53倍 0.57倍 0.56倍 0.56倍 0.60倍 0.64倍

株価 1,398円 1,279円 1,290円 1,320円 1,347円 1,350円 1,421円 1,419円 1,517円 1,498円 1,502円 1,608円 1,712円

１株純資産 2,686円

9.4倍 8.6倍 8.7倍 8.9倍 9.1倍 9.1倍 9.2倍 9.2倍 9.8倍 9.7倍 9.7倍 10.4倍 11.1倍

5.7% 5.8％(予測)ROE

PER

PBR

2,666円2,636円2,565円 2,686円



6.8%

ROEの状況・課題
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ROE 5.7%

指 標
2023年

状 況

売上高
当期純利益率

総資産回転率

1.28倍財務レバレッジ

0.65回転

・価格改定等を進め、増益
を確保

・2023-2025 中期経営計画
の利益目標は達成見通し

具体的な取組み

・活用見込みのない不動産
稼働率の低い福利厚生施設
の売却

・政策保有株式の売却

6.0%

0.66回転

1.40倍

2024年

6.6%

・上場子会社の完全子会社化
により、自己資本が増加し
指標が大きく低下

・成長製品群の拡販
（生産設備の増強）

・事業領域の拡大・アライアンス
の推進

・株主還元の強化
（増配ペースの引上げ）

・資産・資本の効率性指標
が低下

（+0.2％）

(△0.01回転)

(△0.12倍)

・住宅着工が減少に向かう
なか、将来的な成長が課題

・原材料価格の高騰により
棚卸資産が増加

・積極的な設備投資の推進
により固定資産が増加



株主還元

株主還元の方針
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2023年

12月期

2024年

12月期

2025年

12月期

36円 46円

46円

直近計画
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2023年
12月期

2024年
12月期

2025年
12月期

当初 中期経営計画 36円 41円 46円

今期 年初計画 － － 55円

今回 修正予想 － － 65円

実 績 36円 46円 －

配当性向 25.1% 31.0% 42.1％

総還元性向 55.3% 36.8％ 42.1％

中計からの増配額 － ＋5円 ＋19円

中期計画

中計からの増配額

41円

・減配せず、配当水準を維持 または 増配を継続。【累進配当】
・増配ペースを引上げ、経営環境に応じ自己株式の取得を進め、総還元性向50％以上を目指す。

配当予想

＋19円

＋5円

・中間配当 前回発表時（1株17円）より3円増配し、1株20円へ修正。
期末配当 前回発表時（1株38円）より7円増配し、1株45円へ修正。（年間10円増配）

・当初中期経営計画（1株46円）に対しては、年間19円増配。

2025年度における増配の実施



株主還元

累進配当の継続

24

・過年度においては、16期連続減配なし。8期連続増配。
・2014年まで10円を基本としていたが、増配を続け 今期は65円。

今後も累進配当を継続。
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将来見通し等に関する注意事項

本資料における当社グループの今後の計画、戦略等の将来見通しに関する記述は、
現時点で予測可能な合理的判断に基づいて作成されたものであり、
実際の業績は、今後様々な要因で異なる場合がございます。
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Appendix
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会社概要

社 名 立川ブラインド工業株式会社 証券コード7989

創 業 1938(昭和13)年5月 ※1947(昭和22)年に株式会社改組

資 本 金 44億7,500万円

連結総資産 638億円 (2024年12月末現在)

売 上 高 連結 414億円、単体 316億円（2024年12月期）

従 業 員 連結 1,315人、単体 854人（2024年12月末現在）

本 社 東京都港区三田三丁目1番12号

事 業

各種ブラインド／間仕切／
カーテンレールの製造･販売・設計施工

【営業拠点】 全国 14支店 57営業所(出張所含む)
【製造拠点】 2工場 3製作所
【ショールーム】 10カ所（海外1カ所含む）
【ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｽﾍﾟｰｽ】2カ所
【連結子会社】 8社
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事業拠点

27

《主要拠点にショールーム
ディスプレイスペースを設置》
■銀 座ショールーム
■札 幌ショールーム
■仙 台ショールーム
■さいたまショールーム
■横 浜ショールーム
■名古 屋ショールーム
■大 阪ショールーム
■広 島ショールーム
■福 岡ショールーム
■上 海ショールーム ・・・海外（中国）
■新 潟ディスプレイスペース
■金 沢ディスプレイスペース

※2024年12月31日現在2工場・3製作所

© 2025 TACHIKAWA CORPORATION

支店・営業所 国内 7 1 カ 所

シ ョ ー ル ー ム
国内 1 1 カ 所

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｽﾍﾟｰｽ
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事業概要

ヨコ型ブラインド「パーフェクトシルキー」

エレベーター方式・
くし歯式立体駐車場

汎用減速機
（ギヤードモータ）

３４８.３億円

３０.６億円

３５.０億円

（３７.０億円）

（４.２億円）

（２.３億円）

構成比 ８４.１％

構成比 ７.４％

構成比 ８.５％

2024年12月期
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事業展開
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建築物内外の生活環境の改善による社会貢献

© 2025 TACHIKAWA CORPORATION



30

室内外装品関連事業

豊富なバリエーションを取り揃え、快適な環境づくりに貢献
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減速機関連事業・駐車場装置関連事業

用途に合わせて応用可能な減速機により、産業から暮らしの分野で貢献
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